
（別紙様式）

令和７年度　学校自己評価システムシート（県立浦和商業高等学校）

　グローバルに展開する経済社会において、多様な分野で幅広く活躍する商業人材の育成

１ 資格取得などの段階的な目標設定を通じて高度な知識・技能の習得を図るとともに、応用力・創造力を育む探究活動を通じて

 たくましく生き抜く力を養う。　 Ａ ほぼ達成(８割以上)

２ 地域の中核を担う商業高校として、教育活動の充実を図り、魅力ある商業教育を推進する。 Ｂ 概ね達成(６割以上)

３ キャリア教育を推進し、社会人として必要な知識・技能や教養とマナーを身に付け、規範意識を持ち、生涯にわたり主体的に Ｃ 変化の兆し(４割以上)

 行動できる人材を育成する。 Ｄ 不十分(４割未満)

番号 達成度
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目指す学校像

1

現状と課題 評価項目

3

【主体的に行動できる人材の育成】
［現状］キャリア・パスポートの更な
　る活用が求められている。
［課題］キャリア・パスポートの有効
　活用に向けた取組に対する振り返り
　と、今後に向けた研究を推進してい
　く。
［現状］効果的なキャリア教育の推進
　に向けた支援ツール（生徒手帳・学
　習の手引き・スタサポ等）の連携が
　求められている。
［課題］キャリア・パスポートを中心
　とした支援ツールの効果的な活用方
　法について研究を進めていく必要が
　ある。

［現状］目指す学校像や重点目標等に
　準拠した予算の執行と、経費削減が
　求められている。
［課題］教育目標を具現化するための
　県費・団体費予算の適正な執行と、
　業務改善による経費の節減を進めて
　いく。

・キャリア・パスポート
を中心とした支援ツール
の効果的な連携を図るた
めの調査研究を推進す
る。

重点目標

2

令和７年度評価（令和８年１月１３日現在）

次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

【魅力ある商業教育の推進】
［現状］本校の魅力について、効果的
　な情報発信や学校関係者との情報共
　有が求められている。
［課題］出前授業や動画の公開、生徒
　及び保護者との連携による学校説明
　会の実施等を通じた更なる志願倍率
　の上昇を目指していく必要がある。

方策の評価指数 評価項目の達成状況

・学びの支援委員会にて
　ＩＣＴ機器の活用方法
　の検討を進めている。
　ＩＣＴ機器の活用率の
　向上により、家庭学習
　等への充実に繋げてい
　く。

・学力の定着と学習評価
　方法が正しくリンクす
　るよ引き続き評価方法
　の修正・改善を進めて
　いく。学び合いの機会
　を確保しながら、生徒
　の自主性を育成してい
　く。

・アウトプット活動率
　　７割以上達成
・R７年度入学生より
　BYOD方式からBYAD方式
　へ変更
　相互通行型学習が可能
・外部団体との連携率
　　９割達成

・観点別評価方法
  見直し・改善を実施

・学び合いの機会や検証
　の機会となる教職員の
　授業見学及びフィード
　バック実施中

・生徒のアウトプット活
動の促進と主体的な学び
の充実を図るため、外部
との連携活動を盛り込ん
だ実践的な学びを促進す
る。

・観点別学習状況の評価
の着実・効果的な実施を
図るとともに、評価を行
う際の課題の洗い出しを
行い、学びあいの機会や
その実施方法について検
証を推進する。

具体的方策

・生徒のアウトプット活動の活
　性化（通年）

・ＩＣＴ機器の活用による相互
　通行型の学習の活性化
・外部との連携活動の実施

【たくましく生き抜く力の養成】
［現状］授業力向上を図るための学び
　あいについて、機会及びその方法へ
　の検証が求められている。
［課題］観点別評価を踏まえた学習評
　価の改善、及び授業の改善を進めて
　いく必要がある。

［現状］生徒のアウトプット活動
　（記述・議論・発表など）の促進
　と、教科横断的な外部連携授業（指
　導）の充実が求められている。
［課題］生徒の主体的・実践的な学び
　の促進に向け、生徒の相互通行のア
　ウトプット活動の充実、及び外部連
　携活動を促進していく必要がある。

・キャリア・パスポートを中心
　とした支援ツールの効果的な
　連携

・先進校の取組や実践事例の研
　究

・キャリア・パスポートを中心とした支
　援ツールの効果的な連携について、６
　割以上の達成度や経時的上昇が見られ
　るか。
・先行事例等の研究が行われたか。

・生徒手帳、学習の手引
　きの活用率 ８割達成
・先進校の取組研究
　　1/27 実施予定
　　　(県外商業高校)

・今後も教育推進ツール
　の活用を進めていく。

・先進校視察での報告を
　元に、取り入れられる
　教育内容を本校へ反映
　させていく。

 出席者　学校評議員　　　４名
　　　　 生徒　　　　　　３名
　　　　 事務局（教職員）５名

・コピー用紙の裏紙使用
　や会議資料等の電子
　化、ガスの元栓を閉め
　る等、経費削減を実施
　しているが、今後も事
　務室と連携し改善を進
　めていく。

・志望校の決定にあたり、学校説明会時
　における高校生の楽しそうに活動する
　姿を決定理由にあげる中学生がとても
　多いことから、在校生や保護者からの
　説明を増やすことはとても効果的であ
　ると考える。これからも生徒が中心と
　なり、浦和商業の良さを高校生目線か
　ら中学生・保護者に伝えて欲しい。
・ＳＮＳはもはや情報発信のための必須
　ツールといえる。生徒のセンスをもっ
　と活用できる方策を考え、実現してい
　ただきたい。

・経費６割削減はとても素晴らしいこと
　である。ペーパーレス化を含め、引き
　続きお願いしたい。

・キャリア・パスポートを活動の記録簿
　として活用するだけではもったいな
　い。様々な活動を進めていく中で、出
　会った困難や、それをどのように乗り
　越えたのか等も記入していくと良いと
　考える。これにより、精神的な成長も
　可視化できる素晴らしい支援ツールと
　なるのではないか。

・キャリア・パスポートの中で、メモ欄
　として使用する部分と、記録として残
　す箇所とを明確に使い分け、後者の部
　分については、他人が見ることを意識
　して、しっかりと文字を書くことも大
　切にして指導を続けてほしい。

・アウトプット活動の充実について、６
　割以上の達成度や経時的上昇が見られ
　るか。
・ＩＣＴ機器を活用した相互通行型の学
　習が日常的になったか。
・外部との連携活動が実施できたか。

・学習評価の改善について、６割以上の
　達成度や経時的上昇が見られるか。

・教職員の授業見学とフィードバックが
　実施できたか。
・学びあいの機会や検証の機会を設ける
　ことができたか。

・海外の学校においても、学び合いの為
　に多くの時間を確保していると聞いて
　いる。引き続き検証を重ねながら、生
　徒たちの気づきを大切にした授業を、
　今後も続けてほしい。

・ＢＹＡＤ方式に変更したことで、相互
　通行型学習が可能となった点はとても
　良いことと評価している。引き続き、
　使用価値の高いソフトを活用し、ＩＣ
　Ｔ機器の活用能力を育成してもらいた
　い。一方で、直筆で文章を書く必要性
　も求められている。筆記を学ぶ重要性
　を理解させた上で、表現力の向上をお
　願いしたい。

・観点別学習状況について、評
　価及びその方法について改善
　を実施（通年）
・授業互見とフィードバックに
　よる授業改善の実施（通年）

達
成
度

学　校　関　係　者　評　価

実施日　令和８年１月２０日

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価
懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を
受けた日とする。

・キャリアパスポートの
更なる活用により、生徒
のキャリア形成を図って
いく。

・キャリア・パスポートの有効
　活用

・キャリア・パスポートの有効活用につ
　いて、６割以上の達成度や経時的上昇
　が見られるか。

・進路行事・講演会等
　様々な学校行事でキャ
　リア・パスポートを有
　効活用

・キャリア・パスポート
　を日常的に活用してい
　くことで、自らを俯瞰
　する力を育んでいく。

・生徒や保護者、地域と
連携し、本校の魅力や情
報発信のため、出前授
業・動画公開に加え、学
校説明会の活性化によ
り、更なる志願倍率の上
昇を図る。

・生徒や保護者との連携による
　学校説明会の実施（実施毎）
・出前授業や動画公開の複数回
　実施（実施毎）
・学校説明会等の参加組数の増
　加
・希望倍率と最終志願倍率の上
　昇

・生徒や保護者との連携による学校説明
　会等が実施できたか。
・出前授業やＨＰ等による情報公開を複
　数回実施できたか（実施毎）。
・学校説明会等の参加者600組以上が達
　成できたか。
・希望倍率（10・12月）と最終志願倍
　率、対前年度比が上昇しているか。

・学校説明会(全４回)
　　生徒・保護者からの
　　説明を毎回実施。
・出前授業等の実施数
　　近隣中学９校
・学校説明会等参加者
　　782組
・希望倍率10月(0.09p)
　　12月(0.2p)増加

・学校ＨＰの更新頻度を
　高め、アクセス数を増
　加させた。学校説明会
　の参加者数も増加して
　いるが、商業教育必要
　性の理解に時間を要す
　ることから、説明会の
　実施時期等を検討す
　る。

・県費や団体費予算の適
正な執行と、業務の見直
しによる経費削減を推し
進める。

・重点目標等に準拠した起案、
　決裁、執行（実施毎）
・経費の削減、業務改善による
　経費削減への取組（通年）

・重点目標に準拠した起案、決裁、執行
　が行われているか。
・経費削減について、６割以上の達成度
　や経時的上昇があるか。
・業務改善により、働き方の改善につな
　がる取り組みが行われたか。

・事務室と管理職の決済
　　DocuWorksで実施
・経費削減率 ６割達成

・定時退勤の奨励等によ
　り超過勤務者、昨年よ
　り減少傾向

年　　　　　度　　　　　目　　　　　標


